






　大田市東部を震源とする島根県西部地震の発生から、早いもので 1年が経

過しました。

　平成30年 4 月 9 日は、私だけでなく、職員のみなさんにとっても、一生忘

れることができない日になったことと思います。

　この地震で、幸い人命に関わる被害はありませんでしたが、家屋、道路、

公共施設など市内で多くの被害が発生しました。大田市にとって、これまで

にない大きな地震、災害であったと認識しております。

　震災の復旧・復興にあたっては、島根県、島根県の市町、鳥取県、鳥取県の市町、そして友好都

市の岡山県笠岡市から多くの方々に応援いただきました。また、松江財務事務所、国土交通省、自

衛隊、NEXCO西日本、島根県建築士会からも応援をいただいたほか、見舞金・義援金、支援物資、

ボランティア活動など、市内外から物心両面にわたり多くのご支援をいただきました。

　 4月 9日の本震以降、余震も順調に減少し、道路や上水道、教育施設などの公共施設も順調に復

旧工事が進んでいるほか、屋根を覆っていた数多くのブルーシートも徐々に減少してきており、復

旧・復興が少しずつではありますが前に進んでいることを実感しております。

　この地震や昨年発生した自然災害から、これまでも言われてきたことではありますが、支え合い

の大切さが改めてクローズアップされたような気がします。大きな災害になると「公（行政）」の

力にも限界があります。一人で何もかもできるわけでもありません。地域でどのように支え合って

いくのか。改めて、「自助・共助・公助」の大切さと役割を考えていかなければならないと感じま

した。

　市としては、この地震を今後に生かしていく取り組みも必要と考えており、地震当時の様々な記

録をどう後世に伝えていくのかということが重要であると考えております。

　そのため、地震の概要・被害状況等を客観的に記録し、後世に同様の災害が発生した際の対応指

針となるよう、今回この「大田市東部を震源とする島根県西部地震記録誌」を作成いたしました。

　この記録誌作成にあたり、ご協力いただいた職員や関係者の皆様に厚くお礼申し上げるととも

に、この記録誌が職員の防災意識を高め、地域防災力向上の一助となれば幸いです。

　一日も早い完全復興のためには職員一人一人の力がぜひとも必要です。みんなで力を合わせ、一

致団結して「明るく元気なおおだ」を取り戻しましょう。

　平成31年 3 月

　

大田市長
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